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（論文内容の要旨） 

 

 芸術家の社会的な位置付けは、人類学者のそれと非常に近いと考える。両者ともに自分自身を社会か

ら離し、さまざまな角度から斬新な視点で、また外側から物事を観照しようとするからである。この論

文は社会、宗教、歴史、また観念的な面も可能な限り考慮し、さまざまな視点から日本美術を研究した

ものである。これは、日本人の視点で日本美術を理解しようとするものと、日本人ではない者の観察と

考察に基づいた研究である。そして文化と重なり合う美術が、どのように捉えられているかを考えたも

のである。 

 私が来日して初めて描いた日本画の作品は、京都の養源院で俵屋宗達が描いた象を基にしたものだっ

た。西洋美術には白い象が存在しないので、宗達の絵を見た際、白い象は実在するのだろうかと疑問に

思った。しかし、象のように巨大なものが実在するのであれば、それに気付くはずであり、その質問自

体不条理とも感じられた。宗達の描く象は実際にモデルが存在したのかもしれないが、日本人の想像力

によるところが大きいのではないだろうかと考える。そのことから、どのように事実と想像の領域を区

別するのかと考えるようになった。 

 この論文では、日本美術に登場する白象のモチーフの意味と解釈を見出し、異文化間におけるモチー

フの理解について考察することを目的とした。私には、美術は世界共通の言語であり、文化に区切られ

ることなく理解されると思われたが、この研究によってモチーフの意味と解釈は、難解かつとても主観

的なものであることがわかった。美術は、根本的なレベルにおいては世界共通であると考えられるが、

深い理解は、文化や宗教上の背景や知識に関係する。 

 日本画の研究から、私の作品制作は大きな影響とひらめきを得た。またそれは、我々の世界の見方と

想像力と表現方法の全てが、文化に限定されていることを理解する手助けとなった。他の文化にふれ合

うことによって表現方法は広がり、想像力は限界を超え、新たな見解が広がりを持つ。そのために、芸

術家達は歴史を通じて、新しい見識やインスピレーションや表現方法を見つけようと、外国の文化を求

める。その過程で、異文化のイメージやモチーフを取り入れ、新しい意味と解釈が生まれたのである。 

 

各章の概要 

１章 知覚：我々の世界の捉え方 

 最初の章は、我々がどのように世界を捉えているのか、また文化によって私達の眼にするものが、ど
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のように構成されているかについて掘り下げていく。それは、眼で世界をどのように捉えるか、また眼

で見たものが、どのように脳で解釈されていくかについての説明から始めた。次に、それらがどのよう

に環境によって影響されるかについて記した。 

 

２章 象徴としての白象 

 俵屋宗達の白い象に私が魅了された理由を説明した。この章は、日本人にとって象が何を象徴するの

かを理解するために、白い象が描かれている作品について、どのように歴史的に象の描写が変化したの

かを記した。さらに、芸術家達が現実に見たことがない題材をどのように表現するのかにも触れた。 

 

３章 宗教と美術 

 異なった宗教での芸術の役割について述べ、どのように芸術が宗教を補助するか、またどのように宗

教の考えが芸術のイコノグラフィーを作ったかについて記した。 

 

４章 神話と民族学 

 芸術がどのように神話と民族学に関連しているかを記した。私自身の作品（象、桃、鳥）に現れる題

材に焦点をあわせ、それについて述べた。 

 

５章 作品について 

 最終章は、１章から４章までに述べたことを参考に、私の作品の進化とアイデアについて述べた。自

身の作品において何を向上させようとしているか、そして私がその変化をどのように受け止めているか、

芸術的な影響、構成、技術的な考慮について記した。 


